
　総合連携計画において、収支率の目標数値と下限数値を設定していることから、運賃収入の把握はもとよ

り、毎月の利用実態調査（運行時間別の停留所の乗降人員等を把握）を把握し、事業評価を行った。

　②　実施した事業が地域公共交通に関する目標を達成するために適切な事業であるかどうかを

　　検証したか。

　周辺地域から市街地への直通運行について、地元高校への通学を確保するための路線を構築したこと

で、実証運行開始後、尾鷲高校入学者の増加が見られたほか、今年度の定期券利用者は月平均で１５．９

人が利用しており前年度を上回っている。また、通勤定期についても月平均で２．９人が利用しており、収支

率向上や通院の確保以外にも通勤・通学などの移動手段を確保するという目標を達成するために適切な事

業であると判断される。

Ⅲ　具体的成果

　①　定められた評価方法・評価基準にしたがって、評価事項について事業を評価したか。

　　その際、事業の効果・影響とそれ以外の効果・影響を分離して評価したか。

Ⅱ　計画事業の実施

　①　事業計画に位置づけられた事業が適切に実施されたか。事業計画に位置づけられた事業が

　　事業計画どおりに実施されなかった場合には、適切な理由等が明らかにされているか。

　事業計画に基づき、周辺地域から市街地への直通運行及び鉄道へのアクセス路線としての実証運行、公

共交通空白地域の解消を目的とした市街地型バスの実証運行を継続事業として実施。実証運行３路線の

利用者数及び収支率（平成２３年４月から１２月末まで）は、①ふれあいバス「尾鷲地区」が10,240人、

14.5％、②ふれあいバス「八鬼山線」が21,880人、40.8％、③ふれあいバス「ハラソ線」が13,953人、44.0％と

なっており、前年度の実証運行と比較すると本市の人口が減少している中、利用者数(822人増)は向上した

が、収支率(2.1%減)は減少している。この結果の要因については、前年度と比較して定期券及び回数券利用

者数の増加が挙げられ、住民間においてふれあいバスが定着してきていることが伺える。

計画事業に係る事後評価記載様式（最終年度）計画事業に係る事後評価記載様式（最終年度）計画事業に係る事後評価記載様式（最終年度）計画事業に係る事後評価記載様式（最終年度）

Ⅰ　総合評価

　地域の主体的な取組みと創意工夫による公共交通の活性化・再生を通じ、個性豊かで活力に満ちた地域

社会実現に寄与するために適切な事業を選び出し、当該事業を本格実施する環境を整備したか。

　地域の公共交通を活性化させるために、昨年度実施したアンケート調査や、市内１３地区における市政懇

談会での意見交換を踏まえて策定したふれあいバスの改善方針をもとに、今年度７月に複雑な市街地巡回

路線の簡素化、利用者実績のほとんどないバス停の廃止、鉄道との連絡を強化するなど、路線やダイヤの

一部を見直し、利用者の利便性向上を図った。また、尾鷲市須賀利地区において航路から天候に左右され

にくい陸路への輸送方法の変更を求める地区要望に対応するため、地区住民との意見交換会を実施する

など、地域の主体的な取り組みによる公共交通の活性化・再生を通じた個性豊かで活力に満ちた事業を実

施している。

別紙３
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　③　計画事業を実施するにあたって協議会が適切に開催されていたか。

　①　協議会における審議事項が明確に定められ、計画事業の進め方、実施状況について審議される

　　体制となっていたか。

　法定協議会の審議事項については、平成２０年第１回協議会で議決されており、規約のなかで、旅客運送

の協議、連携計画の策定及び変更の協議、連携計画の実施に係る連絡調整、連携計画に位置づけられた

事業の実施、その他協議会の目的を達成するために必要なことを定めている。

　②　協議会に住民が参加したり、住民の意見が反映される仕組みが設けられていたか

　　　（公募制、住民意向調査等の実施が協議会の運営要領において定められていたか。）。

　法定協議会には、住民代表として尾鷲市自治連合会副会長のほか、区長会から会長、副会長の２名、老

人クラブ会長を選出しており、市民の意見が事業に反映される仕組みを設けている。また、広報おわせによ

るふれあいバスの情報提供や意見募集、必要に応じて行う地区説明会等を通じ、公共交通に関する市民の

意識の高まりが見られる。また、今年度は須賀利地区において、現在唯一の地区の公共交通機関となって

いる巡航船を天候に左右されにくい陸路輸送への切り替え要望に対応するため、住民との協議を定期的に

開催し、紀北町と尾鷲市を結んでいる既存路線である島勝線と地区をつなぐフィーダー輸送によるバス路線

への変更を来年度秋に行う予定である。

Ⅴ　住民の参加等による地域関係者の実質的な合意形成

　①　当該事業の本格実施のための財源について検討を行い、財源の目処がついたか。

　来年度から３路線の運行事業を本格実施するための財源については、国費である地域公共交通確保維

持改善事業費補助金及び、尾鷲市からの財政支出により実施する。

　②　住民等による自主的な利用促進、啓発等の活動や協賛金拠出への協力等当該事業を

　　本格実施する環境を整備したか。

　広報おわせによる公共交通の啓発のほか、各地域で実施する意見交換会等を通じてふれあいバスの現

状や課題等を市民と共有する機会を設けることで、利用促進を図っている。協賛金拠出については市内の

経済状況等により実施出来ていないのが現状であるが、今年度９月からは三重県商工振興室の協力のも

と、市内の大型スーパーにおいて、ふれあいバスを利用した買い物客に対しての割引サービスを週に一度

実施していただくなど、企業によるふれあいバスを通じた地域貢献活動が始まった。

２　事業の実施環境

１　事業の本格実施に向けての準備

　①　実施した事業を本格実施するにあたって問題点があるかどうかを検証したか。

　路線バスの実証運行については、全体収支率は３５．７％であった。個々の問題点として、周辺地域から市

街地への直通運行については、昨年度市政懇談会等で意見集約した結果、ＪＲとの連絡強化、ダイヤの一

部変更、「八鬼山線」「ハラソ線」両路線間での乗り継ぎ割引を今年度７月に実施した。その結果、利用者数

は増加したものの、９月の豪雨災害による運休等もあり収支率は前年度と比較してほぼ横ばいである。また

市街地循環型バスの実証運行についても、今年度７月に、利用者の少ないバス停の廃止、複雑な路線系統

の簡素化、ダイヤ変更等を実施したが、利用者数、収支率とも前年度と比較してほぼ横ばいである。

　これらの結果から、全体の問題として特に収支率の向上が考えられ、今後、地域懇談会やアンケート調査

により利用者ニーズの高い路線・ダイヤの検討や、利用実績のほとんど無いバス停・路線等の変更など、利

用者数の増加を図るとともに、運行経費の削減についても検討していかなければいけない。

Ⅳ　自立性・持続性



　⑤　地域公共交通に関する目標を達成するために適切な事業を本格実施することについて

　　地域関係者の実質的な合意が形成されたといえるか。

　今年度７月に実施した、ふれあいバス全線の見直し（路線の簡素化、ダイヤ変更、パンフレットの新規作成

等）については、昨年度、利用実態を踏まえ、利用者の増加や収支率向上等を図るための改善内容を作成

したうえで、市内13地区における市政懇談会や、高校生利用者に対するアンケート調査の実施等により、改

善案について利用者の意見を求め最終的に定めた改善内容となっている。また、来年度秋から運行を予定

している須賀利地区におけるフィーダーバス運行についても、これまで４回にわたる地区住民との意見交換

会を実施して、基本的な運行内容等について協議をしており、地域への影響が生じないよう意見徴収を行っ

ていることから、実質的な地域での合意形成ができていると考えられる。

　計画事業の実施にあたっては、これまでの調査事業と並行して協議を行っており、平成２３年度第１回法定

協議会において、計画事業の実績等を報告・審議しているほか、今年度７月に実施した、路線及びダイヤの

変更、またそれに伴い新規作成した公共交通パンフレットについて審議・承認している。また、須賀利地区に

おけるバス運行の開始について、今年２月に開催予定の法定協議会において協議を行う。

　④　協議会の議事が傍聴、議事録や関係資料の公開等によって適切に開示されていたか。

　法定協議会の議事の傍聴、議事録の公開については、傍聴及び会議録等の公開に関する要綱を設置し、

会議の傍聴、会議録等を公開している。また、その他開催される地区住民との協議の場においても、原則公

開とし、地元紙への掲載等により、市全体での情報共有に努めている。

＊必要に応じて、参考資料を添付して下さい。
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尾
鷲
市
観
光
情
報
な
ど
、
利
用
者
に
と
っ
て
わ

か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。

か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。

か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。

か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
市
街
地

直
通
）
実
証
運
行

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
公
共

交
通
空
白
地
、
Ｊ
Ｒ
尾
鷲
駅

等
を
結
ぶ
）
運
行



○
協
議
会
の
開
催
状
況
及
び
事
業
の
進
捗
状
況
【
２
回
開
催
】

昨
年
６
月
に
、
法
定
協
議
会
を
開
催
し
、
翌
７
月
か
ら
実
施
す
る
路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
一
部
見
直
し
と
そ
れ
に
伴
い
作
製
し
た
公
共
交
通
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
つ
い
て

審
議
し
た
ほ
か
、
本
年
２
月
に
は
、
須
賀
利
地
区
に
お
い
て
巡
航
船
に
替
わ
る
新
た
な
公
共
交
通
と
し
て
の
新
規
バ
ス
路
線
の
構
築
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定

で
あ
る
。
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
初
年
度
か
ら
の
３
路
線
の
実
証
運
行
を
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
３
年
度
目
の
実
証
運
行
で
は
、
前
年
に
比

べ
て
利
用
者
が
増
加
し
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
住
民
へ
の
定
着
が
伺
え
る
。

別
紙
２
（
計
画
事
業
：
３
年
度
目
）

別
紙
２
（
計
画
事
業
：
３
年
度
目
）

別
紙
２
（
計
画
事
業
：
３
年
度
目
）

別
紙
２
（
計
画
事
業
：
３
年
度
目
）

○
事
業
の
昨
年
か
ら
の
改
善
点
（
２
年
度
、
３
年
度
）

実
証
運
行
３
年
目
と
な
る
今
年
度
７
月
に
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
市
内
１
３
地
区
に
お
け
る
市
政
懇
談
会
で
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
て
策
定
し

た
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
改
善
方
針
を
も
と
に
、
複
雑
な
市
街
地
巡
回
路
線
の
簡
素
化
、
利
用
者
実
績
の
ほ
と
ん
ど
な
い
バ
ス
停
の
廃
止
、
鉄
道
と
の
連
絡
を
強
化
す

る
な
ど
、
路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
一
部
を
見
直
し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
字
の
大
き
さ
や
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
高
齢
者
が
よ
り
見
や
す

い
よ
う
に
工
夫
し
た
公
共
交
通
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
新
た
に
作
成
し
た
。

○
事
業
の
具
体
的
な
成
果

周
辺
地
域
か
ら
市
街
地
へ
の
直
通
運
行
に
つ
い
て
、
地
元
高
校
へ
の
通
学
を
確
保
す
る
た
め
の
路
線
を
構
築
し
た
こ
と
で
、
実
証
運
行
開
始
後
、
尾
鷲
高
校
入

学
者
の
増
加
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
今
年
度
の
定
期
券
利
用
者
は
月
平
均
で
１
５
．
９
人
が
利
用
し
て
お
り
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
通
勤
定
期
に
つ
い
て
も

月
平
均
で
２
．
９
人
が
利
用
し
て
お
り
、
収
支
率
向
上
や
通
院
の
確
保
以
外
に
も
通
勤
・
通
学
な
ど
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具

体
的
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

○
今
後
の
課
題
等

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
実
証
運
行
に
つ
い
て
は
、
全
体
収
支
率
は
３
５
．
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
個
々
の
路
線
の
課
題
と
し
て
、
周
辺
地
域
か
ら
市
街
地
へ
の
直
通
運
行

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
と
の
連
絡
強
化
、
ダ
イ
ヤ
の
一
部
変
更
、
「
八
鬼
山
線
」
「
ハ
ラ
ソ
線
」
両
路
線
間
で
の
乗
り
継
ぎ
割
引
を
今
年
度
７
月
に
実
施
し
た
が
、
そ
の
結
果

利
用
者
数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
９
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
運
休
等
も
あ
り
収
支
率
は
前
年
度
と
比
較
し
て
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。
ま
た
市
街
地
循
環
型
バ
ス
の
実

証
運
行
に
つ
い
て
も
、
７
月
に
路
線
・
ダ
イ
ヤ
変
更
等
を
実
施
し
た
が
、
利
用
者
数
、
収
支
率
と
も
前
年
度
と
比
較
し
て
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、

全
体
の
問
題
と
し
て
特
に
収
支
率
の
向
上
が
考
え
ら
れ
、
今
後
、
地
域
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
路
線
・
ダ
イ
ヤ
の
検
討
や
、
利

用
実
績
の
ほ
と
ん
ど
無
い
バ
ス
停
・
路
線
等
の
変
更
な
ど
、
利
用
者
数
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
運
行
経
費
の
削
減
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

○
自
己
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
（
事
業
を
実
施
す
る
上
で
苦
労
し
た
点
、
工
夫
し
た
点
等
）

今
年
度
７
月
に
実
施
し
た
ふ
れ
あ
い
バ
ス
全
線
の
見
直
し
（
路
線
の
簡
素
化
、
ダ
イ
ヤ
変
更
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
新
規
作
成
等
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
、
市
内

13
地
区
に
お
け
る
市
政
懇
談
会
や
高
校
生
利
用
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
等
に
よ
り
、
利
用
者
の
意
見
聴
取
を
十
分
に
行
っ
た
う

え
で
定
め
た
改
善
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
秋
か
ら
運
行
を
予
定
し
て
い
る
須
賀
利
地
区
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
４
回
に
わ
た
る
地
区
住
民
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
基
本
的
な
運
行
内
容
等
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
お
り
、
地
域
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。
























